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各  位  

 

中部防災推進ネットワークの参画メンバーの皆さまに、

メールマガジン（ 2023 年 7 月号）を配信します。  

 

※メールマガジンのバックナンバー、これまでの会合の

発表資料等は中部防災推進ネットワークホームページに

掲載しています。  

 

＜中部防災推進ネットワークホームページ  URL＞  

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-

nw.html 
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１．本ネットワークの参画団体のご寄稿  
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（１）一般社団法人愛知県トラック協会  

 

令和 5 年 6 月 2 日、私が住む愛知県においても大雨によ

る被害が発生しました。  

翌 6 月 3 日、東名高速上り線は岡崎から向こうが通行止

めとなり、名古屋から豊橋へ一般道路を走行して向かい

ました。  

途中、豊川市近辺で国道一号線が封鎖されていたため、

迂回路を通りましたが大渋滞に巻き込まれてしまいまし

た。  

先がどうなっているか不安に感じながら進んでいくと、

道路が冠水したか、あるいは河川が氾濫したために  

走行不能となった車両が、車道の真ん中や縁石の上など、

至る所にありました。その光景を見て、私は被害の大き



さを改めて実感しました。  

 

そして、体験を通して気付いたことがあります。  

それは、渋滞する迂回路に我慢しきれず、さらに違う道

路を進んだ時に起こりました。渋滞もなく、被災車両も

見当たらない、冠水もなくスムーズに走行できる。ほん

の少し道をかえただけで全くの別世界でした。  

 

大雨の当日、このことが周知できていれば、被災者はも

っと少なかっただろう。一時間前にこのことを知ってい

れば自分の時間のロスも少なかっただろう。今なお渋滞

の中で我慢しているドライバーがこのことを知れば交通

の流れもよくなり、道路の復旧作業も円滑に進むだろう。 

 

様々な考えが浮かぶ中、リアルタイムの情報発信とそれ

を得ることが、どれだけ人々の役に立つか実感できる一

日となりました。  

 

＜一般社団法人愛知県トラック協会 URL＞  

http://www.aitokyo.jp/ 

 

〇文責（村上祥司  一般社団法人愛知県トラック協会   

総務部  総務課）  
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２．本ネットワークの参画団体からのお知らせ  

（防災イベントの予定等） 
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今回はイベントのご案内はありません。  
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３．編集後記（事務局・協力団体のひとこと）  
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中部防災推進ネットワークに協力団体として参加  

しております、名古屋商工会議所商務交流部です。  

 

さて、先月６日、ここ数年恒例となっております  



地元企業様向け「事業継続力強化計画策定支援セミナー」

を、私共名商と大手損害保険会社さまとの共催で開催さ

せていただきました。当日は２０名ほどの出席でしたが、

皆さん大変意識の高い企業関係者ばかりで、講師による

２時間近くに及ぶノンストップのご講演・ご説明に熱心

に耳を傾けておられました。  

 

ちなみに、個人的に大きな気づきを得ましたのは、講師

が名古屋市から公開されているハザードマップで内水氾

濫の危険度について言及された場面でした。  

ごく身近なところにもリスクがあることを考えさせられ

た次第です。  

 

防災と言えば、メルマガ読者の皆さまの会社・団体等で

は、日ごろどのような対応をしていらっしゃるでしょう

か。  

ひと口に防災と言っても、様々な分野・取り組みがあろ

うかと思いますし、専門の部署や専任の職員がおられる

ところもあると思います。  

一方で、私共商工会議所が平素お付き合いをいただいて

いる中小企業や小規模事業者の皆さまの中には、コロナ

禍の影響が続き、人手不足や原材料価格の高騰なども重

なり、依然厳しい経営環境にあるところも少なくないよ

うです。  

防災に関しては人や予算があまり割けず、余裕が無い  

と言った企業さまもあると仄聞しています。  

 

それでもやはり、「備えあれば憂いなし」だと思います。

名古屋商工会議所では今後とも、こういったセミナーの

継続開催を始め、中部防災推進ネットワークへの参加を

通じ、関係機関や関係者の皆さまと緊密に連携を図りな

がら地域防災力の向上などに努めてまいりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。  

 

（名古屋商工会議所  商務交流部長  大竹）  


